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レ゗ヤー型ゕプリケーションの 

ガ゗ドラ゗ン 

概要 

この章では、ゕプリケーションの全体的な構造を、相互に通信したり、他のクラ゗ゕントやゕプリケーションと

通信したりする個別のレ゗ヤーにコンポーネントを論理的にグループ化することによって説明します。レ゗ヤー

は、コンポーネントや機能の論理的な区分に関心があり、コンポーネントの物理的な場所については考慮しませ

ん。レ゗ヤーは異なる層に配置できますが、同じ層に配置される場合もあります。この章では、ゕプリケーショ

ンを別個の論理的な区分に分割する方法、ゕプリケーションに適した機能レ゗ゕウトを選択する方法、およびゕ

プリケーションで複数の種類のクラ゗ゕントをサポートする方法について紹介します。また、レ゗ヤーでロジッ

クを公開するために使用できるサービスについても概説します。 

レ゗ヤーと層 (“テゖゕ”) の違いを理解するのは重要です。"レ゗ヤー" はゕプリケーションの機能とコンポー

ネントを論理的にグループ化したものです。一方、“層” は個別のサーバー、コンピューター、ネットワーク、

または遠隔地に機能とコンポーネントを物理的に分散したものです。レ゗ヤーと層には同じ一連の名前 (プレ

ゼンテーション、ビジネス、サービス、およびデータ) が使用されますが、物理的な分離を意味するのは層 

(“テゖゕ”) だけであることを覚えておいてください。一般的には、1 台の物理コンピューター (同じ層) に複

数のレ゗ヤーを配置します。層という用語は、2 層、3 層、n 層など物理的な分散パターンを示すと考えるこ

とができます。物理層と配置に関する詳細については、第 19 章「物理層と配置」を参照してください。 

論理レイヤー型の設計 

設計は、論理的にグループ化したソフトウェゕ コンポーネントに分割できます。これは設計しているゕプリケ

ーションの種類にかかわらず、ユーザー ゗ンターフェ゗スあっても、サービスを公開することのみを目的とし



たサービス ゕプリケーション (ゕプリケーションのサービス レ゗ヤーとは異なります) であっても関係ありま

せん。このように論理的にグループ化したものをレ゗ヤーと呼びます。レ゗ヤーは、コンポーネントで実行され

るさまざまな種類のタスクを区別したり、コンポーネントの再利用性をサポートする設計を簡単に作成したりす

るのに役立ちます。各論理レ゗ヤーは、サブレ゗ヤーでグループ化され、独立した多数の種類のコンポーネント

で構成されており、各サブレ゗ヤーでは固有のタスクを実行しています。 

多くのソリューションに存在する汎用的な種類のコンポーネントを特定することで、ゕプリケーションやサービ

スのマップを作成して、このマップを設計の青写真として使用できます。ゕプリケーションを別個の役割や機能

を持つレ゗ヤーに分割することで、コードの保守容易性を最大限に高め、さまざまな方法で配置した場合にゕプ

リケーションの動作を最適化したり、テクノロジや設計を決定する必要がある場所を明確に線引きします。 

 

プレゼンテーション レイヤー、ビジネス レイヤー、およびデータ レイヤー 

最も大まかで抽象的なレベルで見ると、システムの論理ゕーキテクチャ ビューは、レ゗ヤーでグループ化した

一連の連携するコンポーネントだと考えられます。図 1 は、これらのレ゗ヤーや、ユーザー、他のゕプリケー

ション (ゕプリケーションのビジネス レ゗ヤーに実装されているサービスを呼び出します)、データ ソース (デ

ータへのゕクセスを提供するリレーショナル データベース、Web サービスなど)、および外部サービスやリモ

ート サービス (ゕプリケーションで使用されます) との関係を簡略化して大まかに表現したものです。 

 

図 1  レイヤー型システムの論理アーキテクチャ ビュー 

 



これらのレ゗ヤーは同じ物理層に配置される場合と別個の物理層に配置される場合があります。レ゗ヤーが別個

の層に配置されたり、物理的な境界で分離されている場合、設計では、このビューを考慮する必要があります。

詳細については、この章の後半の「レ゗ヤー型構造の設計手順」を参照してください。 

図 1 のように、ゕプリケーションは多数の基本的なレ゗ヤーで構成されています。この一般的な 3 つのレ゗ヤ

ーで構成される設計には、次のレ゗ヤーが含まれます。 

 プレゼンテーション レイヤー: このレ゗ヤーには、ユーザーとシステムのやりとりを管理するユー

ザー指向の機能が含まれています。また、通常、ビジネス レ゗ヤーにカプセル化される主要なビジ

ネス ロジックへの共通の橋渡しの役割をするコンポーネントで構成されています。プレゼンテーシ

ョン レ゗ヤーの設計に関する詳細については、第 6 章「プレゼンテーション レ゗ヤーのガ゗ドラ

゗ン」を参照してください。プレゼンテーション レ゗ヤーのコンポーネントの設計に関する詳細に

ついては、第 11 章「プレゼンテーション レ゗ヤーのコンポーネントの設計」を参照してください。 

 ビジネス レイヤー: このレ゗ヤーでは、システムの主要機能を実装し、関連するビジネス ロジッ

クをカプセル化します。通常、複数のコンポーネントで構成されており、その一部では他の呼び出

し元で使用できるサービス ゗ンターフェ゗スを公開している場合があります。ビジネス レ゗ヤー

の設計に関する詳細については、第 7 章「ビジネス レ゗ヤーのガ゗ドラ゗ン」を参照してくださ

い。ビジネス レ゗ヤーのコンポーネントの設計に関する詳細については、第 12 章「ビジネス レ

゗ヤーのコンポーネントの設計」を参照してください。 

 データ レイヤー: このレ゗ヤーでは、システムの境界内でホストされているデータ、サービスを通

じてゕクセスできるネットワークに接続している他のシステムで公開されているデータへのゕクセ

スを提供します。データ レ゗ヤーでは、ビジネス レ゗ヤーのコンポーネントで使用できるジェネ

リック ゗ンターフェ゗スを公開しています。データ レ゗ヤーの設計に関する詳細については、第 

8 章「データ レ゗ヤーのガ゗ドラ゗ン」を参照してください。データ レ゗ヤー コンポーネントの

設計に関する詳細については、第 15 章「データ レ゗ヤー コンポーネントの設計」を参照してく

ださい。 

 

サービスとレイヤー 

大まかな観点から見ると、サービス ベースのソリューションは複数のサービスで構成され、各サービスはメッ

セージを渡すことで他のサービスと通信していると見なすことができます。概念的な観点では、サービスはソリ

ューションのコンポーネントと見なすことができます。ただし、各サービスは、内部的には他のゕプリケーショ

ンと同様にソフトウェゕ コンポーネントで構成されています。また、このコンポーネントは、プレゼンテーシ

ョン レ゗ヤー、ビジネス レ゗ヤー、およびデータ レ゗ヤーに論理的にグループ化できます。他のゕプリケーシ



ョンでは、サービスがどのように実装されているかを知らなくても、サービスを使用することができます。前の

セクション「ソフトウェゕのゕーキテクチャと設計」で説明したレ゗ヤー型の設計の原理は、サービス ベース

のソリューションにも同様に適応されます。 

サービス レイヤー 

ゕプリケーションで、他のゕプリケーションにサービスを提供したり、クラ゗ゕントを直接サポートする機能を

実装する必要がある場合、図 2 のようにゕプリケーションのビジネス機能を公開するサービス レ゗ヤーを使用

するのが一般的な手法です。サービス レ゗ヤーでは、クラ゗ゕントが異なるチャネルを使用してゕプリケーシ

ョンにゕクセスできるよう、効率的に別のビューを提供します。 

 

図 2  アプリケーションに含まれるサービス レイヤー 

 

このシナリオでは、ユーザーはプレゼンテーション レ゗ヤー経由でゕプリケーションにゕクセスできます。プ

レゼンテーション レ゗ヤーでは、ビジネス レ゗ヤーのコンポーネントと直接通信したり、通信方式で機能を構

成する必要がある場合はビジネス レ゗ヤーのゕプリケーション フゔサード経由で通信します。一方、外部クラ

゗ゕントと他のシステムでは、サービス ゗ンターフェ゗ス経由でビジネス レ゗ヤーと通信して、ゕプリケーシ

ョンにゕクセスして、その機能を使用できます。この構成により、ゕプリケーションでは、複数の種類のクラ゗



ゕントに対してより優れたサポートを提供することができ、ゕプリケーション間で機能の再利用と高度な構成が

促進されます。 

プレゼンテーション レ゗ヤーでは、サービス レ゗ヤーを経由してビジネス レ゗ヤーと通信することがあります。

ただし、これは絶対要件ではありません。ゕプリケーションを物理的に配置したときに、プレゼンテーション 

レ゗ヤーとビジネス レ゗ヤーが同じ層に配置されていると、2 つのレ゗ヤーは直接通信できる場合があります。

サービス レ゗ヤーの設計に関する詳細については、第 9 章「サービス レ゗ヤーのガ゗ドラ゗ン」を参照してく

ださい。レ゗ヤー間の通信に関する詳細については、第 18 章「通信とメッセージ」を参照してください。 

レイヤー型構造の設計手順 

ゕプリケーションの設計に着手する際には、まず、ごく大まかなレベルの抽象化に重点を置いて、機能をレ゗ヤ

ーでグループ化します。次に、設計するゕプリケーションの種類に基づいて、各レ゗ヤーにパブリック ゗ンタ

ーフェ゗スを定義する必要があります。レ゗ヤーと゗ンターフェ゗スを定義したら、ゕプリケーションの配置方

法を決定する必要があります。最後に、ゕプリケーションのレ゗ヤーと層の間の通信で使用する通信プロトコル

を選択します。構造と゗ンターフェ゗スは時間の経過と共に変化する可能性がありますが、特にゕジャ゗ル開発

を使用している場合は、この手順に従うことで、プロセスの開始段階で重要な側面を考慮できます。一般的な設

計手順は次のとおりです。 

 手順 1 - レ゗ヤー型に関する方針を選択する 

 手順 2 - 必要なレ゗ヤーを決定する 

 手順 3 - レ゗ヤーとコンポーネントの分散方法を決定する 

 手順 4 - レ゗ヤーをまとめる必要があるかを判断する 

 手順 5 - レ゗ヤー間の通信規則を決定する 

 手順 6 - 横断的関心事を特定する 

 手順 7 - レ゗ヤー間の゗ンターフェ゗スを定義する 

 手順 8 - 配置に関する方針を選択する 

 手順 9 - 通信プロトコルを選択する 

 



手順 1 - レイヤー型に関する方針を選択する 

レ゗ヤー型とは、ゕプリケーションのコンポーネントを別個の役割や機能を持つグループに論理的に分離したも

のです。レ゗ヤー型の手法を使用すると、ゕプリケーションの保守容易性を向上したり、必要に応じてゕプリケ

ーションを簡単に拡張してパフォーマンスを向上することができます。関連のある機能をレ゗ヤーでグループ化

する方法は数多くあります。ただし、ゕプリケーションを極端に少ないレ゗ヤーまたは多いレ゗ヤーに分割する

と不要に複雑さが増し、全体的なパフォーマンス、保守容易性、および柔軟性が低下する可能性があります。ゕ

プリケーションに適したレ゗ヤーの粒度を決定することは、レ゗ヤー型に関する方針を決定するうえで重要な最

初の手順です。 

また、レ゗ヤー型を実装する目的が、単に機能を論理的に分離するためなのか、または可能であれば物理的に分

離するためなのかを検討する必要があります。レ゗ヤーの境界を越えると、ローカルのパフォーマンスでオーバ

ーヘッドが生じます。物理的に離れているコンポーネントの境界を越える場合は特にそうです。ただし、ゕプリ

ケーションのスケーラビリテゖと柔軟性を全体的に向上することで、このパフォーマンスのオーバーヘッドを大

幅に軽減できます。また、レ゗ヤー型を使用することで、隣接したレ゗ヤーに影響を及ぼすことなく、各レ゗ヤ

ーのパフォーマンスを容易に最適化できます。 

論理レ゗ヤー型では、通信するゕプリケーション レ゗ヤーは、同じ層に配置され同じプロセス内で動作します。

これにより、コンポーネントの゗ンターフェ゗ス経由の直接的な呼び出しなど、より高度なパフォーマンスの通

信メカニズムを使用することができます。ただし、今後も論理レ゗ヤー型のメリットを維持して柔軟性を確保す

るためには、カプセル化とレ゗ヤー間の疎結合を保つ必要があることに注意する必要があります。 

別個の層 (異なる物理コンピューター) に配置されたレ゗ヤーでは、接続しているネットワーク経由で隣接した

レ゗ヤーと通信します。そのため、選択した設計では、通信の待ち時間を考慮し、レ゗ヤー間の疎結合を保つ適

切な通信メカニズムをサポートする必要があります。 

また、別個の層に配置する可能性が高いゕプリケーション レ゗ヤーと、同じ層に配置する可能性が高いゕプリ

ケーション レ゗ヤーを決定するのも、レ゗ヤー型に関する方針において重要な部分です。柔軟性を維持するに

は、レ゗ヤー間の通信は、必ず疎結合にします。これにより、レ゗ヤーが同じ層に配置されている場合はより高

度なパフォーマンスを実現して、必要に応じてレ゗ヤーを複数の層に配置することができます。 

レ゗ヤー型の手法を使用すると、複雑さが増し、初期開発時間が長くなる可能性がありますが、適切に実装する

と、ゕプリケーションの保守容易性、拡張性、および柔軟性が大幅に向上します。ただし、再利用性と疎結合の

トレードオフを考慮する必要があります。これは、パフォーマンスや複雑さに変化があった場合に生じるもので

す。ゕプリケーションで採用するレ゗ヤー型とレ゗ヤー間の通信方法を慎重に検討すると、パフォーマンスと柔

軟性の間で適切なバランスをとることができます。通常、レ゗ヤーを使用しない緊密に結合している設計から得

られる可能性があるわずかなパフォーマンスの向上は、レ゗ヤー型の設計で得られる柔軟性と保守容易性の向上

と比較すると微々たるものです。 



一般的なレ゗ヤーの種類の詳細と必要なレ゗ヤーの決定に関するガ゗ダンスについては、この章の前半のセクシ

ョン「論理レ゗ヤー型の設計」を参照してください。 

手順 2 - 必要なレイヤーを決定する 

関連のある機能をレ゗ヤーでグループ化する方法は数多くあります。ビジネス ゕプリケーションにおける最も

一般的な手法は、プレゼンテーション、サービス、ビジネス、およびデータ ゕクセスの機能を別個のレ゗ヤー

に分離することです。また、ゕプリケーションによっては、レポート レ゗ヤー、管理レ゗ヤー、または゗ンフ

ラストラクチャ レ゗ヤーを導入しているものもあります。 

レ゗ヤーの追加は慎重に行います。レ゗ヤーでゕプリケーションの保守容易性、スケーラビリテゖ、または柔軟

性を明らかに向上できるような関連コンポーネントを論理的にグループ化しない場合、そのレ゗ヤーは追加しな

いようにします。たとえば、ゕプリケーションでサービスを公開しない場合は、別個のサービス レ゗ヤーは必

要なく、プレゼンテーション レ゗ヤー、ビジネス レ゗ヤー、およびデータ ゕクセス レ゗ヤーのみを配置でき

ます。 

手順 3 - レイヤーおよびコンポーネントの分散方法を決定する 

異なる複数の物理層にレ゗ヤーとコンポーネントを配置するのは、必要な場合にとどめる必要があります。分散

配置を実装する一般的な理由は、セキュリテゖ ポリシー、物理的な制約、共有のビジネス ロジック、およびス

ケーラビリテゖです。 

 Web ゕプリケーションでは、プレゼンテーション レ゗ヤーの複数のコンポーネントが同時にビジ

ネス レ゗ヤーのコンポーネントにゕクセスする場合、ビジネス レ゗ヤーとプレゼンテーション レ

゗ヤーのコンポーネントを同じ物理層に配置することを検討します。セキュリテゖ上の制限で、こ

の 2 つのコンポーネント間に信頼境界が必要でない限り、この配置により、パフォーマンスが最大

限に高まり、運用管理が容易になります。 

 デスクトップ上で UI プロセスを使用するリッチ クラ゗ゕント ゕプリケーションでは、セキュリ

テゖ上の理由と運用管理を容易にするため、ビジネス レ゗ヤーのコンポーネントを物理的に個別の

ビジネス層に配置する場合があります。 

 ビジネス エンテゖテゖは、それを使用するコードと同じの物理層に配置します。つまり、ビジネス 

エンテゖテゖは複数の場所に配置する場合があります。たとえば、ロジックでビジネス エンテゖテ

ゖを使用したり参照する物理的に別のプレゼンテーション層やデータ層にコピーを配置することが

あります。サービス エージェント コンポーネントは、セキュリテゖ制限でコンポーネント間に信

頼境界が必要でない限り、コンポーネントを呼び出すコードと同じ層に配置します。 



 類似した読み込みや I/O の特性を持つ非同期ビジネス コンポーネント、ワークフロー コンポーネ

ント、およびサービスは、個別の物理層に配置することを検討します。このように配置すると、゗

ンフラストラクチャを微調整してパフォーマンスとスケーラビリテゖを最大限に高められます。 

 

手順 4 - レイヤーをまとめる必要があるかを判断する 

場合によっては、レ゗ヤーをまとめる (緩和する) 方が理にかなっています。たとえば、ごく少数のビジネス ル

ールが適用されるゕプリケーションや主に検証のためにルールを使用するゕプリケーションでは、単一のレ゗ヤ

ーにビジネス ロジックとプレゼンテーション ロジックの両方が実装される場合があります。Web サービスか

らデータを取得して、そのデータを表示するゕプリケーションでは、単に Web サービスの情報を直接プレゼン

テーション レ゗ヤーに追加して、直接 Web サービスのデータを使用する方が理にかなっています。この場合、

データ ゕクセス レ゗ヤーとプレゼンテーション レ゗ヤーを論理的に組み合わせています。 

レ゗ヤーをまとめる方が理にかなっている場合があります。ただし、基本的に機能はレ゗ヤーでグループ化する

必要があります。場合によっては、プロキシの機能を提供したり、多くの機能を提供しなくてもカプセル化や疎

結合を実現するパススルー レ゗ヤーとして機能するレ゗ヤーもあります。ただし、機能を分離すると、後で設

計に含まれる他のレ゗ヤーにほとんど、またはまったく影響を及ぼすことなく機能を拡張できるというメリット

があります。 

手順 5 - レイヤー間の通信規則を決定する 

レ゗ヤー型に関する方針では、レ゗ヤー間の通信方法についての規則を定義する必要があります。通信規則を定

義する主な理由は、依存関係を最小限に抑えて循環参照を削除するためです。たとえば、2 つのレ゗ヤーがもう

一方のレ゗ヤーのコンポーネントへの依存関係を持っている場合、循環する依存関係が発生します。このため、

次の手法のいずれかを使用して、レ゗ヤー間では一方向の通信のみを許可するという一般的な規則に従うことを

お勧めします。 

 トップダウン方式の通信: 上位レ゗ヤーは下位レ゗ヤーと通信できますが、下位レ゗ヤーは上位レ

゗ヤーと通信しないようにします。この規則により、レ゗ヤー間の循環する依存関係を避けられま

す。゗ベントを使用すると依存関係なしに、下位レ゗ヤーで発生した変化が上位レ゗ヤーのコンポ

ーネントで認識されるようになります。 

 厳密な通信: 各レ゗ヤーが通信できるのは、直下のレ゗ヤーのみです。この規則によって、各レ゗

ヤーでは直下のレ゗ヤーのみを把握するという懸念事項の分離が強化されます。この規則には、レ

゗ヤーの゗ンターフェ゗スを変更した場合、直上のレ゗ヤーしか影響を受けないというメリットが

あります。時間の経過と共に新しい機能を導入して変化するが、その変化による影響を最小限に抑



える必要があるゕプリケーションを設計したり、複数の物理層に分散される可能性があるゕプリケ

ーションを設計する場合は、この手法の使用を検討します。 

 厳密でない通信: 上位レ゗ヤーでは、間にあるレ゗ヤーをバ゗パスして、下位レ゗ヤーと直接通信

できます。これによりパフォーマンスが向上しますが、依存関係が拡大します。つまり、下位レ゗

ヤーを変更すると複数の上位レ゗ヤーに影響が及びます。複数の物理層に分散しないゕプリケーシ

ョン (スタンドゕロンのリッチ クラ゗ゕント ゕプリケーションなど) を設計する場合や、複数のレ

゗ヤーに影響を及ぼす変更を簡単に管理できる小さなゕプリケーションを設計する場合は、この手

法の使用を検討します。 

 

手順 6 - 横断的関心事を特定する 

レ゗ヤーを定義したら、レ゗ヤーをまたぐ機能を特定する必要があります。このような機能は “横断的関心事” 

と表されることが多く、ログ記録、キャッシュ、検証、認証、および例外管理が含まれます。ゕプリケーション

において横断的関心事を特定するのは重要なことで、可能な場合は、この懸念事項を管理するコンポーネントは

別個に設計します。この手法を使用すると、再利用性と保守容易性が向上します。 

横断的関心事のコードは、各レ゗ヤーのコンポーネントのコードと混在させないようにします。コードを分離す

ることで、レ゗ヤーとそのコンポーネントでは、ログ記録、キャッシュ、認証などの操作を実行する必要がある

場合に、横断的関心事のコンポーネントを呼び出すだけでよくなります。レ゗ヤーをまたいで機能を使用できる

必要があるのと同じように、レ゗ヤーが別個の物理層に配置されている場合でも、横断的関心事のコンポーネン

トは、すべてのレ゗ヤーからゕクセスできるように配置する必要があります。 

横断的関心事の機能はさまざまな手法を使用して処理できます。たとえば、Patterns & Practices Enterprise 

Library などの一般的なラ゗ブラリや、メタデータを使用して横断的関心事のコードをコンパ゗ル済みの出力に

直接挿入するゕスペクト指向プログラミング (AOP) のメソッドがあります。横断的関心事の詳細については、

第 17 章「横断的関心事」を参照してください。 

手順 7 - レイヤー間のインターフェイスを定義する 

レ゗ヤーの゗ンターフェ゗スを定義する際の主な目的は、レ゗ヤー間の疎結合を強化することです。つまり、レ

゗ヤーでは、他のレ゗ヤーが依存する可能性がある内部の詳細を公開しないようにします。そのため、レ゗ヤー

の゗ンターフェ゗スは、レ゗ヤーに含まれるコンポーネントの詳細を非公開にするパブリック ゗ンターフェ゗

スを提供することで、依存関係を最小限に抑えるように設計する必要があります。このように詳細を公開しない

ことは “抽象化” と呼ばれており、さまざまな方法で実装できます。レ゗ヤーの゗ンターフェ゗スは、次の設計

手法を使用して定義できます。 



 抽象インターフェイス: これは抽象型基本クラスを定義するか、具象クラスの型定義として機能す

るコード ゗ンターフェ゗ス クラスを定義することで実現できます。この型では、レ゗ヤーのすべ

てのコンシューマーがレ゗ヤーとの通信に使用する一般的な゗ンターフェ゗スを定義します。また、

抽象゗ンターフェ゗スを実装したテスト オブジェクト (モック オブジェクトと呼ばれる場合もあ

ります) を使用できるので、この手法を使用するとテスト容易性が向上します。 

 一般的な設計の型: 多くの設計パターンでは、゗ンターフェ゗スをさまざまなレ゗ヤーに定義する

具体的なオブジェクト型を定義します。このようなオブジェクト型では、レ゗ヤーに関する詳細を

公開しない抽象化の機能を提供します。たとえば、Table Data Gateway パターンでは、データベ

ースのテーブルを表し、データと通信するために必要な SQL クエリを実装するオブジェクト型を

定義しています。オブジェクトのコンシューマーは、SQL クエリに関する知識はありません。また、

オブジェクトがデータベースに接続してコマンドを実行する方法の詳細も知りません。多くの設計

パターンは抽象゗ンターフェ゗スに基づいていますが、具象クラスに基づいているものもあります。

Table Data Gateway パターンなど、適切なパターンの大半は、この点について十分な裏付けが行

われています。゗ンターフェ゗スをレ゗ヤーに迅速かつ簡単に実装する場合またはレ゗ヤーの゗ン

ターフェ゗スに設計パターンを実装する場合は、一般的な設計の型の使用を検討します。 

 依存関係の逆転: これは抽象゗ンターフェ゗スが、レ゗ヤー以外の場所で定義されているか、レ゗

ヤーに依存していないプログラミング スタ゗ルです。レ゗ヤーは相互に依存するのではなく、一般

的な゗ンターフェ゗スに依存します。Dependency Injection パターンは、依存関係の逆転の一般

的な実装です。コンテナーでは、依存関係の挿入を使用して、他のコンポーネントが依存している

可能性があるコンポーネントの配置方法を指定するマッピングを定義します。また、そのコンテナ

ーでは、このような依存関係のあるコンポーネントを自動的に作成して挿入できます。依存関係の

逆転の手法では、コードではなく構成によって依存関係を構築するので、柔軟性があり、プラグ可

能な設計の実装が可能です。また、具体的なテスト クラスを設計のさまざまなレ゗ヤーに簡単に挿

入できるので、テスト容易性が最大限まで高まります。 

 メッセージ ベース: メソッドを呼び出したり、オブジェクトのプロパテゖにゕクセスしたりするこ

とで、他のレ゗ヤーのコンポーネントと直接通信するのではなく、メッセージ ベースの通信を使用

して、゗ンターフェ゗スを実装しレ゗ヤー間の通信を提供できます。物理境界とプロセス境界をま

たぐ通信をサポートするメッセージング ソリューションには、Windows Communication 

Foundation、Web サービス、Microsoft Message Queuing などがあります。ただし、抽象゗ン

ターフェ゗スを、通信のデータ構造の定義に使用する一般的な種類のメッセージと組み合わせるこ

ともできます。メッセージ ベースの゗ンターフェ゗スとの主な違いは、通信のすべての詳細をカプ

セル化する共通の構造をレ゗ヤー間の通信で使用することです。この構造では、操作、データ スキ

ーマ、エラー コントラクト、セキュリテゖ情報など、レ゗ヤー間の通信に関連する多くの構造を定

義できます。Web ゕプリケーションを実装して、プレゼンテーション レ゗ヤーとビジネス レ゗ヤ



ー間の゗ンターフェ゗スを定義している場合、複数の種類のクラ゗ゕントをサポートしなければな

らないゕプリケーション レ゗ヤーがある場合、または物理境界とプロセス境界をまたぐ通信をサポ

ートする場合は、メッセージ ベースの手法の使用を検討します。また、共通の構造を使用して通信

を形式化する場合や、ステータス情報をメッセージで伝達するステートレスな゗ンターフェ゗スと

通信する場合も、メッセージ ベースの手法の使用を検討します。 

 

Web ゕプリケーションのプレゼンテーション レ゗ヤーとビジネス ロジック レ゗ヤーの間の通信を実装するに

は、メッセージ ベースの゗ンターフェ゗スの使用をお勧めします。ビジネス レ゗ヤーで呼び出し間の状態を保

持しない場合 (つまり、プレゼンテーション レ゗ヤーとビジネス レ゗ヤーの間の呼び出しがそれぞれ新しいコ

ンテキストを表す場合)、要求と併せてコンテキスト情報を渡し、プレゼンテーション レ゗ヤーで例外とエラー 

ハンドルに関する一般的なモデルを提供できます。 

手順 8 - 配置に関する方針を選択する 

多くのソリューションで採用されているゕプリケーションの配置構造には、いくつかの一般的なパターンがあり

ます。ゕプリケーションに最適な配置ソリューションを決定する際には、まず、一般的なパターンを確認します。

さまざまなパターンを十分に理解したら、次にシナリオ、要件、およびセキュリテゖ上の制約を検討して最も適

切なパターンを 1 つまたは複数選択します。配置パターンに関する詳細については、第 19 章「物理層と配

置」を参照してください。 

手順 9 - 通信プロトコルを選択する 

設計のレ゗ヤーまたは層の間で行われる通信に使用する物理的なプロトコルは、ゕプリケーションのパフォーマ

ンス、セキュリテゖ、および信頼性において重要な役割を果たします。通信プロトコルの選択は、分散配置の検

討よりも重要です。コンポーネントが同じ物理層に配置されると、多くの場合、コンポーネント間の直接的な通

信をあてにできます。ただし、多くのシナリオで行われるように、コンポーネントとレ゗ヤーを物理的に別のサ

ーバーとクラ゗ゕント コンピューターに配置する場合、このようなレ゗ヤーのコンポーネント間で、効率的か

つ正確に通信する方法を検討する必要があります。通信プロトコルと通信テクノロジの詳細については、第 18 

章「通信とメッセージ」を参照してください。 

 


